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要 約  

スルホニルクレア系除草剤である「トリフルスルフロンメチル」（CAS N。．  

126535－15・7）について、各種資料（米国及びカナダ）を用いて食品健康影響評価を実  

施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット及びヤギ）、植物体内運命（てんさ  

い）、土壌中運命、水中運命、急性毒性（ラット及びウサギ）、亜急性毒性（ラット、イ  

ヌ及びウサギ）、慢性毒性（イヌ）、慢性毒性／発がん性併合（ラット）、発がん性（マウ  

ス）、2世代繁殖（ラット）、発生者性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、トリフルスルフロンメチル投与による影響は主に体重、肝臓、血液系  

及び精巣に対して認められた。繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体において問題と  

なる遺伝毒性は認められなかった。   

発がん性試験において、ラットの雄で精巣間細胞過形成及び腺腫が増加したが、本剤  

に遺伝毒性は認められないことから、発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難く、評  

価にあたり閥値を設定することは可能であると考えられた。   

各試験で得られた無毒性量の最′日直は、ラットを用いた2年間慢性毒似発がん性併合  

試験の2．44mg此g体重／日であったので、これを根拠として、安全係数100で除した  

0．024mg／kg体重／日を一日摂取許容量（AD工）と設定した。  

（2008年4月1日から）   
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要   

米国資料（200D、2001及び2002年）、カナダ資料（1999年）等を基に、毒性に   

関する主な科学的知見を整理した。（参照2～5、10）  

各種運命試験（Ⅱ．1～4）は、トリフルスルフロンメチルのトリアジン環の炭素を14C   

で標識したもの（［trトユ4C】トリフルスヤフロンメチル）及びカルポニルエステル基の   

炭素を14Cで標識したもの（rcar－14C］トリプルスルフロンメチル）を用いて実施され   

た。標識位置が不明のものは、その旨を示した。放射能濃度及び代謝物濃度は特に断   

りがない場合はトリフルスルフロンメチルに換算した。代謝物／分解物略称及び検査値   

等略称は別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）ラット  

SI〕ラット（】群雌雄各5～6匹）に、rtri－14Cjトリアルスルフロンメチルを25   

mg此g体重（以下、［1．（1）］において「低用量」という。）または250mg倣g体重（以  

下、［1．（り】において「高用量」という。）で単回経口投与、低用量で反復投与1ある   

いは［car・14Cjトリフルスルフロンメチ／レを商用量で単回経口投与し、動物体内運命  

試験が実施された。  

吸収率については、参照した資料に記載がなかった。  

投与120時間後の主要組織における放射能分布は、いずれの投与群でも肝臓で最  

も高く、さらに高用量群では皮膚及び卵巣で高かった。  

トリフルスルフロンメチルは広範囲にわたって代謝され、尿、糞及び肝臓中から  

は、同様の代謝物が異なる比率で認められた。尿中の主要代謝物はD（単回及び反  

復低用量群で総投与放射能（TÅR）の25～44％）であり、他にG及びトリアジン  

代謝物（C、E及びF）が認められた。糞中の代謝物はいずれも2．0％TAR以下であ  

った。肝臓からは親化合物、トリアジン代謝物及びBが同定された。  

経口投与されたトリフルスルフロンメチルは速やかに吸収、排泄され、投与後48  

時間の尿及び糞中に78～96％mが排泄された。主要排泄経路は、低用量群では   

尿中、高用量群では糞中であった。用量及び反復投与前処置の有無にかかわらず、  

尿中排泄率は雄より雌で高かった。尿中排泄率を低用量群の雌で比較すると、単回  

．投与群より反復投与群の方が低かった。雌雄とも、高用量群の糞中における主要成  

分は親化合物であったが、低用量群の糞中に親化合物は検出されなかったことから、  

高用量群については、ラットの吸収能力を超えた投与量であったと考えられた。（参  

照2、3、5）  

（2）畜産動物（ヤギ）  

泌乳期ヤギ（2頭、品種不明）に14C－トリフルスルフロンメチル（標識位置不明）  

Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

除草剤  

2．有効成分の一般名  

和名：トリフルスルフロンメチル  

英名：trinusulfuron－1nethyl（ISO名）  

3、化学名   

ImC  

和名：メチル2－［4・ジメチルアミノー6－（2，2，2－トリプルオロエトキシ）－1）3舟  

トリアジン一針イルカルバモイルス／レフアモイル1一皿－トルニート  

英名：methy12－［4－dlmethylamino－6，（2，2，2－trinuoroethoxy）－1，3，5－  

triazin－2・ylcarbamoylsulfamoyl］－m－tOluate  

CAS（No．126535・15－7）  

和名：メチル2－【〔［【【4－（ジメチルアミノ）－6－（2，2，2－トリフルオロエトキシ）－1，3，〔－  

トリアジン戊－イル］アミノ1カルポニル1アミノ］  

スルホニル1－3－メチルベンゾェート  

英名：methy12・【［［［［4－（dlmethylamino）骨（2，2，2－trinuoroethoxy）－1，3，5－  

triazin－2－yl］amino］carbonyl］amin0］  

sulfonyl］．3－methylbenzoate  

5．分子量  

492．4  

4．分子式  

C17H19F3N606S  

6．構造式  

OC叛CF3   

喋蒜ぶN（。H該          CH3    0  
7．開発の経緯   

トリフルスルフロンメチルは、米国デュポン社によって開発されたスルホニルウレ   

ア系除草剤であり、分岐鎖アミノ酸の生合成に関与する、植物に特有のアセトラクテ   

ート合成酵素（ALS）の働きを阻害することにより、植物の生育を阻止する。   

米国等でてんさいを対象に登録されているが、日本では農薬として登録されていな   

い。ポジティブリスト制度導入に伴う暫定基準値が設定されている。  

6  

1非標識体を低用量で14日間連続投与後、［tri－14C】トリフルスルフロンメチルを低用量単回経口投与。  
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41％TARが抽出性放射能、38～65％TARが結合残壇として存在した。これらは、E   

及びBとして次の耕作期に持ち越される可能性があると考えられた。  

また、砂壌土（英国）を用い、30日間インキュべ－卜した好気的土壌中運命試験   

においても、14C一トリプルスルフロンメチルは分解されやすく、推定半減期は7日   

であった。試験終了時（処理30日後）の親化合物は約3．7％TARであった。主要分   

解物はE及びCであり、試験終了時にそれぞれ25．2及び28．5％TAR認められ、そ   

の他の放射能（30～33％TAR）が結合残液として存在した。（参照5）  

さらに、【tri－14C＝、リフルスルフロンメチルを4種類の土壌に添加し、20℃で実   

施された好気的土壌中運命試験では、推定半減期は6～14日の範囲であった。推定   

半減期は処理量を下げても変化せず、土壌水分量にも影響されなかったが、温度を   

10℃下げることにより、6日から17日へと長くなった。（参照5）  

（2）嫌気的土壌中運命試験  

砂壌土（英国）に14C－トリフルスルフロンメチル（標識位置不明）を処理（処理   

量不明）し、嫌気的土壌中運命試験が実施された。  

推定半減期は21日であった。処理62日後には、4～7％TARが親化合物として   

残存した。トリプルスルフロンメチルは、湛水条件下ではやや分解されにくいと考   

えられた。主要分解物は、スルホンアミド結合の開裂によって生じるC及びBであ   

った。好気的土壌中運命試験と異なり、これらの分解物のさらなる分解は認められ   

なかったことから、嫌気的土壌中では比較的安定であることが示唆された。（参照5）  

（3）土壌表面光分解試験  

砂壌土に【tri－14C】トリフルスルフロンメチル及び［car－14C】トリフルスルフロンメ   

チルを処理（処理量不明）し、人工光を照射（照射条件不明）する土壌表面光分解   

試験が実施された。  

処理直後に回収された親化合物は87～89％甘A月であった。照射区及び暗所対照   

区ともに、推定半減期は13日で、推定半減期に大差はなく、光分解はトリフルス   

ルフロンメチルの主要分解経路ではないと考えられた。いずれの標識体でも、照射   

区からは17種類の分解物が検出され、そのうち主要分解物はH（13．5％mR）、D   

（12．2％TN）、C（11．8％TAR）及びB（11．7％TAR）の4種類であった。暗所対   

照区からも、B及びCがそれぞれ62．4及び47．5％TAR検出された。（参照5）   

（4）土壌吸着試験  

5種類の海外土壌（砂壌土2種、シルト質埴土、シルト質壌土及び壌質砂土各1   

種）を用い、トリフルスルフロンメチル及び主要分解物（B、C、E及びF）の土壌   

吸着試験が実施された。  

9   

を10ppmで5日間混餌投与し、動物体内運命試験が実施された。  

尿及び糞中に75～95％TARが排泄された。乳汁、腎臓、肝臓及び筋肉におJる   

総残留放射能濃度の最大値は、それぞれ0．09、0．66、0．61及び0．17帽／gであっ仁。   

親化合物の他、代謝物としてB、C、E及びFが同定された。また、少量のD†〕同   

定された。（参照5）  

2．植物体内運命試験   

発芽したてんさいに、14C・トリフルスルフロンメチル（標識位置不明）を66．5g山几a  

（通常施用量の1．9倍）の処理量で散布し、植物体内運命試験が実施された。   

てんさい体内の放射能は急速に減少した。処理直後における植物全体の総残留放射  

能濃度は4．10～4．98mg／kgの範囲にあり、処理56日後の根部及び葉部ではそれぞれ   

0．038mg几唱以下及び0．07～0．28mg／kgであった。処理56日後の根部では、親化合  

物及び代謝物はいずれも0．01mg／kg未満、菓部では0．06mg／kg以下であった。成熟  

期（処理199日後）には、根部及び菓部ともに、親化合物及び代謝物はいずれもり．01   

mg／kg未満であった。主要代謝経路は、スルホニルウレア結合のグルタチオン抱合傑   

裂、トリアジン環側鎖のJV－脱メチル化及びスルホニルクレア結合の閃裂とメチルエ   

ステルの加水分解により生じた、酸スルホンアミドのグルコース抱合と考えられた。   

（参照5、10）  

3，土壌中運命試験  

（1）好気的土壌中運命試験  

砂壌土（英国、pH7．8）に14C一トリフルスルフロンメチル（標識位置不明）÷処   

理（処理量不明）し、368日間インキエペー卜する好気的土壌中運命試験が実施さ  

れた。  

処理直後に回収された親化合物は総処理放射能（TAR）の86～87％であった∴1C・   

トリフルスルフロンメチルの消失は二相性であり、推定半減期は第一相で6日、第   

二相で170日であった。ごく少量の親化合物（処理60日後で3％m未満）∴ミ次   

の耕作期（growingseason）の初期に残存する可能性があった。処理270日後仁で   

の14CO2の発生は37％1ARであった。土壌中半減期に基づくと、トリフルスルフ   

ロンメチルは好気的土壌において分解されやすく、微生物による分解が主な分局経   

路であると考えられた。また、トリプルスルフロンメチルは比較的不安定であ・二・、   

主要分解物はB、C、E及びFであった。E及びBは、試験終了時（処理368日後）   

にそれぞれ23．4及び19．9％mR認められた。Fは、処理14、120及び270日†定に   

10～13％TAR検出されたが、残留傾向はみられなかった。Cは、処理21日後に最   

大の55．2％mを占めたが、試験終了時には6．6％TARに減少した。  

トリフルスルフロンメチルの初期の急速な分解は、スルホンアミド結合の開裂に   

よるC及びBの生成と、続いて起こる微生物による分解が考えられた。C及びB   

の推定半減期は、それぞれ40及び50 日と算出された。試験終了時には、2〔ト  
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目）と算出された。暗所対照区ではそれぞれ3．7、32及び36日であり、照射区の   

結果と類似していた。  

環境中に近いpH条件下では、トリプルスルフロンメチルの分解には光は寄与し   

ないと考えられた。照射区では、両標識体から計11種類の分解物が検出された（た   

だし、数種類は未同定）。いずれのpHでも、主要分解物はC（12～34％TAR）、B   

（18～71％m）、Ⅰ（16～24％m）、D（15％m）及びJ（20％TAR）であった。   

（参照5）  

5．土壌残留試験   

土壌残留試験については、参照した資料に記載がなかった。  

6．作物残留試験   

国内における作物残留試験成績は提出されていない。  

7．一般薬理試験   

一般薬理試験については、参照した資料に記載がなかった。  

8．急性毒性試験  

（1）急性毒性試験  

トリフルスルフロンメチルの急性毒性試験が実施された。結果は表2に示されて  

いる。（参照2、5）  

表2 急性毒性試験概要  

結果は表1に示されており、トリフルスルフロンメチルは土壌中で容易に移動す  

ることが示された。（参照5）  

表1土壌吸着試験成績  

有機炭素含有率により  
吸着係数（Kads）   補正した吸着係数（Koc）   

トリフルスルフロンメチル  0．36～1．28   25／－132   

6．9～24   

化合物             B      C    1～10  E    51～300  F    32～213  
ーーニ記載なし  

（5）土壌溶脱性（リーチング）試験  

砂土に［tri－14C］トリフルスルフロンメチル及び【car－14C］トリフルスルフロンメチ   

ルを処理し、土壌溶脱性試験が実施された。  

浸出液からは38～47％TARの放射能が回収された。エージングしたカラ∴を用   

いた試験では、ftri－14C］トリプルスルフロンメチル処理土壌の浸出液から回収され   

た放射能は3％TARであった。Cは認められなかった。一方、［car－14C］トリプルス   

ルフロンメチル処理土壌の浸出液からは約60％TARの放射能が回収された。主要   

分解物はBであり、親化合物は検出されなかった。（参照5）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験   

14C－トリフルスルフロンメチル（標識位置不明）をpH5、7及び9の緩衝液（組   

成不明）に添加（濃度不明）し、加水分解試験が実施された。  

pH5、7及び9での推定半減期は、それぞれ3．7、32及び36日と算出さJLた。   

10％TARを超える主要分解物は、B（44～99％TAR）及びC（43～98％TAR）であ   

った。試験期間中、分解物濃度の低下は認められなかったことから、B及びCは緩   

衝液中で分解されにくいと考えられた。  

環境中に近いpH条件下では、トリフルスルフロンメチルは加水分解によって容   

易に分解されると考えられた。（参照5）  

（2）水中光分解試験   

［tri－14C】トリプルスルフロンメチル及び［car14C］トリフルスルフロンメチルむpH   

5、7及び9の緩衝液（組成不明）に添加（濃度不明）し、人工光を照射（照射条件   

不明）する水中光分解試験が実施された。  

照射区におけるpH5、7及び9での推定半減期は、それぞれ3．5～4、14～32及   

び19～34日（加水分解分を補正し、自然光換算すると亘れぞれ19、127及び384  
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経路  

ラット   ＞5，000   ＞5，000  

ラット   ＞2，000   
NZWウサギ   

＞2，000  

＞2，000   ＞2，000   

ラット  LC50（mg几）    ▼▼▼…‾一‾－▼▲‾皿‾‖…】一‾   

投与          雄  雌                         吸入        元了i「元二i   

（2）急性神経毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌雄各10匹）を用いた強制経口（原体：0、500、1，000及び   

2，000mg／kg体重、溶媒：0．5％MC）投与による急性神経毒性試験が実施された。   

なお、各群6匹については神経病理組織学的検査が実施された。  

2，000mg／kg体重投与群の雄で、投与1日（投与2時間後）及び2日に摂餌量が   

低下したが、体重低下及び体重増加抑制はわずか（統計学的有意差なし）であった   

ことから、毒性所見とみなさなかった。機能観察総合評価（FOB）及び自発運動に   

ついても検体投与の影響は認められなかった。  
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